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共共同同運運営営部部門門：：IICCUU//CCCCUU セセンンタターー  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

センター長 

兼心臓血管外科部長 
良本 政章 

＜＜関関連連部部署署＞＞  
部署名 部署名 

心臓血管外科 循環器内科 

外科 救命診療科 

泌尿器科 腎臓内科 

口腔外科 救急科 

整形外科 形成外科 

呼吸器外科 産婦人科 

脳神経外科 総合内科・感染症内科 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 看護局 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

当院のICU/CCUは、2013年度より特定集中治療室管理

料3の施設基準を満たし、管理料を取得している。 

＜＜実実績績＞＞  
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＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

2025年度のICU/CCU延べ患者数は3,120件であり、昨

年度よりも93件増加した。9月に循環器疾患の入室患者が

一時的に落ち込んだが、病床利用率83.9％、病床稼働率

99.6％ともに、昨年度よりも上回った。 

入室状況は、予定入室は41％、緊急入院は51%と循環器

救急対応件数が増加した。一方で院内発生の緊急入室も

8％と、院内重症患者の急変に迅速に対応した。 

入室診療科では、心臓血管外科と循環器内科で96％を

占め、さらに昨年以上に循環器系の入室が多かった。補助

循環を要する症例も多数受け入れた。また外科・呼吸器外

科など外科系科の術後入室もコンスタントに受け入れた。 

以上のように例年よりもやや入室数が増加し、依然として

利用率、稼働率は高値を維持した。一方、全病院的な病床

不足は依然として問題であり、このことにより後方ベッドの回

転率が低下し、その結果ICUから転室できずに緊急症例対

応が困難となったり、長期入室症例の存在による必要度低

下などが見られた。引き続き連携をとって、稼働率のみなら

ず回転率を意識した運用を図っていきたい。 

今年度同様に、高い病床利用率、稼働率の維持を図る

とともに、各病棟や病床管理と連携して、長期入室症例の

削減と病床回転のさらなる効率化を目指していきたい。 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

稼働率 93.7% 82.60% 84.30% 76.50% 81.30% 74.00% 77.70% 95.00% 86.10% 90.60% 90.00% 94.50%
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共共同同運運営営部部門門：：手手術術セセンンタターー  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

副病院長兼手術センター長 

兼心臓・血管センター長 

兼患者サポートセンター長 

兼臨床工学・技術センター長 

兼国際センター長 

舩津 俊宏 

＜＜関関連連部部署署＞＞  
部署名 部署名 

麻酔科 外科系各科 

腎臓内科 血液内科 

臨床工学・技術部門 臨床工学 循環器内科 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

手術センターは病院りんくう側4階にあり、2024年6月に7

室目の手術室としてハイブリッド手術室が増設稼働した。主

な関係部署としては、手術センター、麻酔科、外科系各科、

腎臓内科（シャント関連の手術）、血液内科（骨髄採取）、循

環器内科（TAVI、ペースメーカー関連）、臨床工学・技術セ

ンター、薬剤部などがあげられる。また、症例や手術内容に

よっては臨床検査技師、助産師、事務、国際センター等の

各職種や、小児科の医師とも協働している。 

手術室は7室のうち原則6室を予定手術用とし、1室は緊

急手術用としている。しかし、予定手術の増加に伴い、７室

全てを予定手術が占めることもしばしばである。しかし当院

の役割上、緊急手術も比較的高頻度に発生するため、柔

軟な手術室運用を行っている。 

＜＜実実績績＞＞  

2025年度の月別総手術件数および麻酔科管理件数を

図1に示す。COVID-19流行により2020年以降減少を余儀

なくされていたが、今年度の総手術件数は昨年度より約

150件増加して3,511件となり、初めて流行前の2019年を上

回った。一方麻酔管理件数も昨年度より約120件増加して

2,883件（アンギオ室や分娩室を除く）となったものの、流行

前には届かなかった。 

また手術枠の使用率を図2に示す。枠使用率は手術数と

並んで、重要な手術センター稼働率の指標となるものであ

る。85％の枠使用を一つの目標として定め、それを目指し

ている。本年度においては、年平均で83.8％とやや目標を

下回った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

コロナ禍で低迷した手術総数は年次的に回復傾向にあ

り、ようやく今年度はコロナ禍以前の手術数まで回復を果た

したが、その間の手術室1室増室も踏まえると、来年度は更

なる増加を目指す必要があり、外科系各診療科の一層の

奮起が望まれる。 

ロボット支援下手術は、今年度136例と順調に症例数を

重ねているが、新年度の診療報酬改訂による手技料加算

の要件である200例越えを達成するため、来年度も消化器

外科、泌尿器科で一層の症例増加を目指すとともに、呼吸

器外科では新規導入を視野に準備を進めている。また昨

年度開始したTAVIは、今年度19例に実施されたが、年度

末から症例数は右肩上がりに増加しており、来年度は更な

る増加が見込まれる。 
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図2 2025年度手術枠使用率
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